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明けましておめでとうございます。

本年も皆様にとって、昨年に増して良い年となりますよう祈念いたします。
さて、当協会は「文京区春日・後楽園駅前地区市街地再開発」に伴い、本年3月末までに移転
をすることになりました。完成まで4年の工期が掛かり、新築されたビルに戻るのは2019年に
なる予定です。

その間、関東支部も一緒に移転することになります。移転場所は文京区内の現在地に近いと
ころになる予定です。現在の建物には1972年から43年間にわたり本部を置いてまいりました。
馴染んだ地を離れるのはさみしいものがありますが、移転先でも講習会の講義室や関連の設
備を整備し、新しい社屋に戻るまでも、会員サービスの低下を来たさない様、職員一同気持
ちを新たに運営してまいります。

昨年、村井会長より「若い人へのサービス」「女性のさらなる活用」「65歳以上の経験豊か
な方の再雇用への道」の３つの提案を頂いております。いずれも難しい課題ではありますが、
本部と一体となって、新しい提案の実現に向け努力していくつもりでおりますので、皆様の
お力添えをお願いいたします。

関東支部では昨年よりe-支部報を発行しており、会員の皆様から良い評価をいただいており
ます。今年もネットでの提供の特徴を生かし、更に内容を充実させ、会員の皆様に迅速にか
つ正確に伝えていく所存です。

2015年元旦

御 挨 拶

関東副支部長御挨拶

関東副支部長 布施 孝志＿＿

ISPRS（国際写真測量とリモートセンシング学会）のワークショップを5月21～23日に
東京大学にて開催いたしました。ISPRSは8つの部会で構成されています。今回のワー
クショップは「屋内3次元モデリング」を対象とする第4部会第7ワーキンググループ
と「3次元自動モデリング」を対象とする第5部会第4ワーキンググループの協力によ
り実現したものです。

最近では、建設分野において、CIM（Construction Information Modelling）が着目されてい
ます。これは、建物や地形などの3次元モデルを活用して、計画・調査、設計、施工、
維持管理といった各段階で情報を共有することにより、生産性向上や業務効率化を
目指すものです。上記のワークショップでは、CIMと関連した研究論文を集め、屋内
から屋外までを連続的に3次元計測し、モデルを作成することについて、主に写真測
量の観点から集中的に議論することを目的としました。

発表内容を概観すると、屋内外を問わず、3次元モデリングの自動化、また、それ
らのモデルなどを応用するための取組みが多く印象的でした。様々なセンサやプ
ラットフォームの利用が普及してきたことも感じることができました。また、他分
野を含む多くの方々にご参加いただきました。これも、世界的に対象テーマが着目
されている証拠でもあります。

3次元モデルの共有・活用の場面で、測量の果たす役割は小さくありません。測量
技術者の活躍の場が益々広がっていくことを期待しています。

URL: http://isprs2015tokyo.geo.db.shibaura-it.ac.jp/ （英語）

ワークショップ参加者の集合写真

http://isprs2015tokyo.geo.db.shibaura-it.ac.jp/
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身延信仰の講中宿「赤沢」

公益社団法人 日本測量協会 顧問

星埜由尚

日蓮宗の総本山身延山久遠寺は、有名である。しかし、身延信仰
の講中宿赤沢集落については初耳の方が多いのではなかろうか。

赤沢集落は、身延山から七面山に向かう登拝道の途中にあり、身
延山の守護神｢七面大明神｣を祀る七面山に登拝する講を組んだ人たち
が宿泊する講中宿であった。登拝者が宿泊した宿屋が残っており、
現在も営業している宿もあるという。集落景観の重要文化財と言っ
てもよい「重要伝統的建造物群保存地区」に指定されている。

富士川の支流早川に沿った谷の斜面に立地する赤沢集落は、かつ
ての身延講の人たちの賑わいが嘘のようにひっそりと静まりかえっ
た山村である。かつての旅館の建物に張られた講の札が往時を物
語っている。

私が訪れたときにも、白装束の登拝者を数人見かけた。身延山か
ら七面山に登拝する道は、身延の山を越え、赤沢に泊まり、一旦早
川の谷に下って2000mをわずかに下回る七面山に登る。私は、早川の
谷から七面山に登り、七面大明神を祀る敬愼院に参拝し、宿坊に泊
まった。魚肉、獣肉を絶ち、非常に長い布団に串刺し状に寝て､早朝
に日の出と冨士を拝み、得がたい経験であった。

重要伝統的建造物群保存地区 赤沢集落
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地理院地図を加工して作成

七面山からの富士山ご来光

七面山敬愼院

「赤沢」 位置図



「測量・地理空間情報 女性の技術力向上委員会」のご紹介

朝日航洋株式会社
杉森 純子

平成27年6月23日、公益社団法人日本測量協会が実施する「測量・地理空間情報

イノベーション大会」の会場にて、「測量・地理空間情報 女性の技術力向上委員会」

の設立報告会を開催いたしました。

本委員会は、技術力の向上や最新技術の習得を通じて、測量業界にいる女性がより

長く働き続けられるよう技術的バックアップを行い、同時に今の「測量」の魅力を広く世間

に知らせ、現職・新入の両面から測量業界で働く女性を増やすことを目的としています。

近年、測量業界で正社員として働く女性技術者は徐々に増えてきましたが、まだ学会

協会活動などには縁遠く、企業の生産現場の担い手、下支え的な役割についているこ

とがほとんどです。そのような女性たちは、結婚・出産・子育てなどの生活の変化が訪れた

際に、技術者として働き続けることを諦めて仕事を辞めてしまうことが多く、一度現場を離れ

てしまうと、なかなか正社員として戻ってこられないのが現実です。

しかし現在、測量は、急激な技術革新を経て、従来の実測や航測のほかに、製図、設計、

データ作成、システム構築、地理空間情報を用いた解析やコンサルティングまで、多様に

業務範囲を広げました。その中には、個人で時間を采配して処理することや、自宅勤務で

行うことが可能な業務も含まれています。子育て等で時間が自由に使えない時期に、一

時的にそのような業務にシフトすることによって、「本当は仕事を続けたい」と思っている女性

技術者が仕事を続けることが可能であり、それは測量業界ならではの大きな魅力だと私た

ちは考えています。

一方で、このような多様性が現在の測量の魅力の一つであるのに、世間では今でも「きつ

い・危険・きたない」の３Ｋ業務だった頃の測量のイメージが強く残っています。その偏ったイ

メージが、新しく社会人になる女性が測量を選択肢から外してしまう一因になっていると考え、

この委員会では、「測量業界の多様性・柔軟性」「女性も輝ける業界」「長く働き続けられる

業界」という魅力を広く世間に知らせ、測量業界に女性を呼び込む活動も行ってまいります。

具体的活動として、雑誌『測量』等の紙媒体での情報発信や、１１月に開催されるＧ空間

ＥＸＰＯでのシンポジウム開催、他業務を知り視野を広げる目的での交流会や、他業務を基

礎から学べる講習会を開催するなどの技術的サポートを予定しています。また、その講習

会の一部は、時間が自由にならない女性たちでも参加できるように、e-learningを活用するこ

とも考えています。

なお、本委員会は、１０名程度の委員の増員を検討しております。関東支部の方でご興味

のある方は、どうぞ公益社団法人日本測量協会 測量技術教育部までご連絡ください。

お待ちしております。
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国土地図株式会社
技術本部 空間情報技術部
猿谷 享子
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アナログ手法による原稿図作成

デジタル手法による原稿図（色なし）の作成

弊社は戦後の復興事業としての各種公共事業計画の施行に伴い、地図調製の需要が急増する中、

熟練技術者と専門設備を備えた地図調製専門会社の第1号として昭和22年に設立され、平成29年

6月で70年となります。創立時から培ってきた地図調製技術をはじめ、地理空間情報の整備及び

二次加工、GISデータ作成・データベース構築、二次元・三次元の視覚情報化、写真測量、地理

調査技術を商品とする技術サービス会社です。

私が所属する部署では地理調査に関する業務において、従来のアナログ生産手法による地形分類

図作成だけではなく、作業の準備から空中写真判読、予察図（原稿図）の作成、成果品の完成まで

一貫してデジタルデータによる作業を行うデジタル生産手法も取り入れています。

今後も、今までに培ってきた技術と新しい技術を融合させながら、社会のニーズに合った技術

サービスを行っていきます。

国土地図株式会社HP：http://www.kokudochizu.co.jp/

http://www.kokudochizu.co.jp/


三和航測株式会社
本社技術部 甲信支社所属
齋藤 真有美

緑豊かなふるさとづくりに貢献するグリーンカラー

三和航測株式会社は、昭和38年ふるさとに強い思い入れのある創業者により設立されました。

湧き上がるふるさとへの思いを胸に歩み始め、現在は会長という立場で見守ってくれています。

弊社は航空・地上はもちろんのこと、UAVを導入してニーズに合った測量を実施しております。

測量以外にも各種台帳を整備し、皆様の暮らしに役立つお手伝いをさせていただいております。

良質な成果を作り出すため、PDCAサイクルの活用・社内規定の見直し等働きやすい職場づくり

をしています。笑顔で男性社員と話す私を見て勘違いする方もいますが、男女問わず笑顔で話

せ、仕事以外でも助言をいただくこともあり心強いです。そして三和航測の不思議な話。Nさん

と私は気が付くと靴を置く場所が入れ替わりますが、そのタイミングがいつか誰も知りません。

四季の変化が曖昧になったと感じる近年、ゲリラ豪雨・地震などの自然災害が多発しています。

関係各所と災害協定を結び、有事の際に備えております。しかしながら災害がないに越したこと

はありません。災害に関わらず危険箇所での作業もある測量業界全体で、再度作業中の事故

防止に努めていただきたいと願います。

創業53年を迎えた今年4月1日にホームページをリニューアルし、社内外の様子などシンプ

ルで解りやすくなっております。個人的にはTOPに移動する飛行機のアイコンが好きです。ぜひ

ご覧ください。

三和航測株式会社HP：http://www.sanwakousoku.co.jp

関東支部報 No.4
夏季号

←作業前のミーティング

←新技術の発表

UAVで撮影
（浜頓別町の皆様と）→

夕暮れの富士山で
ホッと一息→

http://www.sanwakousoku.co.jp/


関東支部報 No.4
夏季号

放射能除染調査におけるタブレット端末の活用

株式会社パスコ 中央事業部技術センター
副センター長 川口 剛

＿＿

クラウド環境

市役所
測定業者

除染業者

コール
センター住民

パスコ
データセンター

（ＩＤＣ）

クラウドによるリアルタイムでの
情報共有のイメージ

現在、各地で福島第一原子力発電所の事故による住宅を対象とした放射能除染
（以後、除染という）業務が進められている。多くの自治体では、その手順として除染
を希望する住宅において、除染作業前の空間放射線量（以後、空間線量という）
の測定等を行い、その数値結果と住民の希望により除染作業を実施し、更に除染
作業後の空間線量測定を行い、その結果を住民へ報告を行っている。
これらの対象住宅は何万にもおよび、各住民への除染作業の進捗を事業関係者
である自治体、測定業者、除染業者、コールセンター（住民問い合わせ窓口）のそ
れぞれが、リアルタイムで把握しておく必要があり、住民からの変更依頼や進捗確認
の問い合わせに対しても柔軟に対応していく必要があることから、当社では情報の一
元管理が可能な管理システムをクラウド型のＧＩＳとして構築することで情報共有化を
実現した。
更にタブレット端末を使い、現場作業において、測定した空間線量調査結果の入力
や敷地情報の確認を作業者が利用することで、データ入力・集約の効率化を図る
と同時に入力ミスのチェックを行うことで、正確な作業を実践している。

<特集>
モバイル端末の調査業務への活用事例

Part１
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国際航業株式会社
技術本部 地理空間サービス部 復興情報支援G
渡辺 明彦

KMA（Kokusai Mapping Assistance） について

スマートフォンやタブレットPCの普及に伴い、GPSで位置を把握したり、地図情報を含む
様々なデジタル情報を誰もが気軽に携帯できる時代となりました。KMA（Kokusai Mapping 
Assistance）は、この革新的なデバイスと弊社のGIS技術や行政支援サービスのノウハウを
融合させたモバイルGISソリューションです。
KMAでは、スマートフォンやタブレットPC等のデバイスに装備されているGPS機能、カメラ機
能、通信機能と地図操作機能、台帳管理機能が統合されています。また、KMAは、弊
社Genavis（ジェナビス）シリーズの各種業務支援システムと組み合わせて利用することが
可能で、オフィスに蓄積された空間情報を現地に携帯し活用することも出来ます。
KMAにより、従来の現地で紙地図を持って写真を撮り調査・点検を行っていた、手間の
かかる日常業務の手法を、一変させることが出来ます。様々なフィールドでの調査など
に活用でき、行政サービスの効率化、高度化を実現します。

◆行政業務総合支援システム GenavisシリーズHP
URL:http://www.kkc.co.jp/service/admin_support/intro_integrated_gis/index.html

<特集>
モバイル端末の調査業務への活用事例

Part１

http://www.kkc.co.jp/service/admin_support/intro_integrated_gis/index.html
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株式会社ニコントリンブル 特販営業部
中澤 博之

高精度モバイルマッピング（GIS）に最適なGNSS受信機 Trimble Geo7Xのご紹介

＿＿
GPS・GLONASS・北斗・ガリレオ・準天頂衛星に対応。DGPS観測から、RTK VRS
方式にも対応。隠蔽環境下（森林・市街地等）での高精度観測を可能にする
受信機です。
また、レーザー距離計・ジャイロ搭載により、オフセット観測・目標地点へのナビ
ゲーション等、写真・動画撮影等、調査業務に必要・便利な機能が1台に集約
されています。現場での座標精度・距離・面積等の確認も可能。
取得データは各種GIS,CADデータへ、新規データ取得・旧データ更新等、デジタ
ルデータベースの構築には最も有益な機器となります。

〈アプリケーション〉
○ユーティリティ：水道・ガス・電力（配電・送電）の施設管理
○森林 山林踏査
○史跡調査 等々の調査業務

◆株式会社ニコントリンブルHP
URL:http://www.nikon-trimble.co.jp/gis/index.html

<特集>
モバイル端末の調査業務への活用事例

Part１

http://www.nikon-trimble.co.jp/gis/index.html
http://www.kkc.co.jp/service/admin_support/intro_integrated_gis/index.html
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東京大学大学院 工学系研究科 社会基盤学専攻
准教授 布施 孝志

スマートフォンの自己位置推定

＿＿スマートフォンを用いた多くのサービスにおいて、現実空間におけるカメラの位
置・姿勢を知ること（自己位置推定）が重要になる。現在、スマートフォンには、
ジャイロセンサ・地磁気センサ・加速度センサ・GPSに加え、高解像度化が著し
いカメラも標準的に装備されている。ここでは、スマートフォン搭載の全センサを
統合した自己位置推定手法を紹介する。
まずは、ジャイロ・地磁気・加速度センサから得られる角速度・方位角・加速度
から、スマートフォンの傾きを推定する。そして、これらの推定結果とGPSによる位
置からスマートフォンの位置を推定する。位置・傾きともに、フィルタリング理論に
よる調整を行う。この推定結果に対して、カメラからの動画像データを写真測量
に基づいて統合することにより、位置・姿勢の精度向上を図る。精度検証を
行った結果、画像データを加えることによる精度の向上が確認された。

提案手法

MMS
カメラ以外のセンサ

モバイルマッピングシステムと提案手法による平面位置の比較

<特集>
モバイル端末の調査業務への活用事例

Part１



地方自治体の「歩切り」実態調査が実施され303団体が改善表明

4月28日国土交通省・総務省による地方自治体の予定価格歩切り実態調査が公表された。
調査には47都道府県、20政令市、1721市町村の全てが回答、全1788団体のうち42.3％の
757団体で「設計書金額から減額して予定価格を決定している場合がある。」と歩切りを認めて
いる。このうち259団体は2015年4月末までに見直すと表明、5月以降見直すとした44団体と
合わせて303団体が改善を表明した。しかし、149団体は見直し未定、７団体は見直し予定な
しと回答した。
歩切りは2014年9月30日に閣議決定された入札契約適正化指針で品確法に違反すると違法

行為であることが明文化された。国土交通省・総務省では予定価格の適正な設定を求める通
知を出し、また6月22日、歩切り実施と回答した757団体にその後の改善状況を把握するフォ
ローアップ調査を実施し、歩切りの着実な見直しを要請している。

国土交通省 「歩切り」の廃止による予定価格の適正な設定について
http://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/totikensangyo_const_tk1_000100.html
http://www.mlit.go.jp/common/001067869.pdf

（記：仁村 利夫）

「測量の日」関連行事

国土地理院では6月3日の「測量の日」にあわせ測量の意義と重要性、そして空間情報の活用
促進を目的として、今年も全国各地で関連行事を開催した。
国土地理院「地図と測量の科学館」では、子供から大人まで楽しく地図と測量を体験できる
「~遊んで学んで地図と測量の世界2015~」が開催され、また、測量・地図に関する普及・啓発
に顕著な功績のあった方には、国土地理院長から功労者感謝状が贈呈された。

（公社）日本測量協会では関東地方測量部と協力し、日本の土地の高さの基準となっている
「日本水準原点」（東京都千代田区）を公開し、「水準測量」に関してパネル紹介やミニ講座を
行った。

本関東支部は「くらしと測量・地図」展の開催に実行委員会として参加した。「測量と地図を楽し
く学ぼう！」をテーマとして、新宿駅西口広場イベントコーナーにて話題のドローンや様々な立
体地図、鳥瞰図などの展示、測量と地図に関するビデオ上映を行い、来場者からプロジェク
ションマッピングや災害時の国土地理院の活動、海溝やプレート境界地形の迫力に関心が寄
せられた。

国土交通省 国土地理院
出典 : http://www.gsi.go.jp/kohokocho/kohokocho60041.html

（記：日下部 亮冶）
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－うるう秒とVLBI－

今年（2015年）7月1日の午前9時直前に1秒“うるう秒”が挿入された。3年ぶりのことである。
これは地球の自転をもとに天文学的に決めていた時間、かつて使われていた世界時（UT１）
と原子時計が刻む時間、現在使われている協定世界時（UTC）との間にズレが生じるのを補

正するためである。時間のズレの原因は地球の自転によるものである。この地球の自転の監
視に国土地理院のVLBI（超長基線電波干渉計）が使われていることは意外と知られていない。
VLBIは宇宙の数十億光年の彼方から届く電波を観測して数千キロ離れた2点間距離を数ミリ

の精度で測定する技術である。２点間距離のみならず地球の形、大きさ、回転の様子を観測
できる。茨城県つくば市とハワイのコキー、ドイツのヴｴッツｴルにある３つのVLBIが連携して観
測した結果から協定世界時（UTC）への“うるう秒”の挿入が決定されている。
ところで位置測定に時刻情報を使うGPSが心配になるが、GPSでは独自の時刻システムを
使っているのでうるう秒とは関係ない設計となっている。

出典： http://www.gsi.go.jp/uchusokuchi/VLBI_leap_second.html
http://www.gsi.go.jp/common/000104629.pdf
http://www.gsi.go.jp/common/000104702.pdf

（記：田中 邦一）
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地図の多言語対応に向けた取り組み

平成25年度に訪日外国人旅行者が1000万人を達成し、更に2000万人達成に向け観光立国

実現に向けた取り組みの強化の一環として、国土交通省観光庁は多言語対応について平成
26年3月「観光立国に向けた多言語対応の改善・強化のためのガイドライン」を策定した。
東京都では平成26年3月に第1回2020年オリンピック・パラリンピック大会に向けた多言語対

応協議会を設立し、交通分科会・道路分科会・観光サービス分科会を設置した。（一社）地図
調製技術協会は協議会構成員として観光・サービス分科会に参加し活動を行なっている。
また、国土交通省国土地理院において平成26年6月に「外国人にわかるやすい地図表現検討

会」を設置し、「地図における地名の多言語表記」及び「外国人にわかりやすい地図記号」につ
いて検討を重ね「100万分1日本」の英語版の刊行を行なっている。
更に、観光立国推進閣僚会議は平成27年6月「観光立国に向けたアクション・プログラム
2015」を策定公表し、その中で＜多言語翻訳・ナビゲーション・地図の開発＞が提言され、特

に「地図が外国人旅行者にわかりやすくなるよう、多言語ガイドラインに基づき、地名の表記方
法や地図記号等について作成した標準について、民間地図への活用を促進し、その普及を進
める。」としている。

（記：岩崎 昇一）

http://www.gsi.go.jp/uchusokuchi/VLBI_leap_second.html
http://www.gsi.go.jp/common/000104629.pdf
http://www.gsi.go.jp/common/000104702.pdf


Introduce 
a Book ～本のご紹介～

（国際航業株式会社：赤松 幸生）

絵でわかる地図と測量

著者 中川 雅史

目次

第1章 地図の基礎知識
第2章 測量の基礎
第3章 地図と測量における画像処理
第4章 衛星測位
第5章 写真測量
第6章 レーザースキャニング
第7章 リモートセンシング
第8章 地図を高度に利用する空間情報技術

（株）講談社 発行
A5版 192ページ
定 価 本体2200円＋税
ISBN 978-4-06-154774-2

講談社BOOK倶楽部 http://bookclub.kodansha.co.jp/product?isbn=9784061547742
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このコーナーを受け持ち、「最近の測量関係の新刊はどうだろうか」と探していて本
書に目が止まった。
さっそく入手して内容を見てみる。データ構造や座標系、測角や測距などの地図や測
量の基本から始まり、衛星測位、写真測量、レーザー計測など、関連するおもな技術
が紹介されている。
また、リモートセンシングやGISなど、地図や測量まわりの技術まで広くカバーされ
ている。関心したのは、重要なキーワードは外さない一方で、数式などをなるべく省
き大変平易な文章をもちいて解説していることだ。
さらに、「絵でわかる」のタイトルのとおり、とても分かりやすい図（しかもフルカ
ラー！）がふんだんに使われていて、門外漢の方にもよく分かる内容になっている。
この本は、この世に初めて現れた「一般向け測量紹介本」と言えるのではないだろう
か。私たちでも意外と分かっていない基本技術をこっそり確認したり、一般の方に地
図や測量の技術を分かりやすく伝える時の「アンチョコ」あるいは「バイブル」とし
て、役に立つことうけあいの銘本だ。ぜひ手元に置いて活用下さい！

目次

第1章 地図の基礎知識
第2章 測量の基礎
第3章 地図と測量における画像処理
第4章 衛星測位
第5章 写真測量
第6章 レーザースキャニング
第7章 リモートセンシング
第8章 地図を高度に利用する空間情報技術

http://bookclub.kodansha.co.jp/product?isbn=9784061547742
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去る7月1日に日本測量協会関東支部では、業務報告会講演会を下記のとおり開催しました。
本講演会の概要を以下に報告いたします。

◆ 開催日 平成27年7月1日（水）午後1時30分～午後3時30分
◆ 会 場 測量年金会館 2階大会議室
◆ 講演内容 ①午後1時30分～2時30分

芝浦工業大学 工学部 中川 雅史 准教授
講演テーマ ： CIMにおける構造物3Dスキャニングの技術的課題

講演概要
温暖化等の環境変動が確実に進むなか、未来へ向けて地球を持続していくために、今日、リモートセ
ンシングに期待される役割はとても大きなものとなってきています。
具体的な対策を立案、実行し、またその後の評価を適切に行い対策を見直すためには、それらの前段
での的確な観測、分析およびシミュレーションが不可欠です。国境を越え広域化、複雑化した地球環
境問題に対処するためには、リモートセンシングを活用し、観測から評価に至るサイクルを回していかなけ
ればなりません。
今回の講演では環境研究の最前線について、

☆「宇宙から地球を診るとは」
☆「地球環境はどう変わっている」
☆「地球を持続可能にするためには」

を三題噺とし、我が国の「衛星リモートセンシング法制」整備に関連した産業振興、安全保障など社会
との関わりについて、特に、日本の強みを生かして国際貢献をしていくという観点で紹介いただきました。

講演概要
日本では、老朽化している構造物の長寿命化が提案されています。あわせて、トータルコストのかかる
事後保全から、トータルコストを抑えられる可能性のある予防保全にシフトしています。ただし、予防保
全の対象にある構造物の数は膨大であるという課題があります。この課題を空間情報技術でだいぶ
解決できる期待があります。
予防保全を実現するための構造物点検のソリューションは、以下のように、松・竹・梅で分類できます。

松 ： 数千万円～数億円程度の計測ツール
竹 ： 10万円～100万円程度の計測ツール
梅 ： 10万円以下の計測ツール

測量分野、特に、写真測量学会では、松クラスの点検ソリューションに関する議論が盛んです。しかし、
その議論はまだ3D計測やメッシュモデリングにとどまっています。3D計測成果を実際の構造物点検で
活用していくためには、3D計測やメッシュモデリング以降の「モデリング」も視野にいれることが必須です。
また、測量分野では、竹や梅クラスの点検ソリューションが軽視されがちです。しかし、国内外にある構
造物のほとんどに対して、竹か梅のレベルの点検ソリューションが求められているにも関わらず、多くの
現場ではまだうまく導入されていないのが現状です。
以上を議論の背景として、本資料を3つのトピックで構成しています。まず、「構造物の点検に求められ
ているもの」の中で、そもそも構造物の点検とは何か、BIM／CIMとは何かを整理します。次に、「構造物
3Dスキャニングに必要なこと」の中で、構造物の変状や変化を捉えるとは、どのようなことをやらなけれ
ばいけないのかを整理します。さらに、「構造物3Dスキャニングとその活用」の中で、BIM／CIMに関する
研究事例の一部を紹介します。

◆ 講演内容 ②午後2時30分～3時30分
東京大学、（独）科学技術振興機構 研究主幹 安岡 善文 名誉教授
講演テーマ ： 宇宙から地球の環境を診る；環境研究の最前線
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演 題 １ ： ＣＩＭにおける構造物３Ｄスキャニングの技術的課題

講 演 者 ： 中川 雅史 先生（芝浦工業大学 工学部 准教授）
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7 8

9 10

11 12

演 題 １ ： ＣＩＭにおける構造物３Ｄスキャニングの技術的課題

講 演 者 ： 中川 雅史 先生（芝浦工業大学 工学部 准教授）
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演 題 １ ： ＣＩＭにおける構造物３Ｄスキャニングの技術的課題

講 演 者 ： 中川 雅史 先生（芝浦工業大学 工学部 准教授）
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演 題 １ ： ＣＩＭにおける構造物３Ｄスキャニングの技術的課題

講 演 者 ： 中川 雅史 先生（芝浦工業大学 工学部 准教授）
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演 題 １ ： ＣＩＭにおける構造物３Ｄスキャニングの技術的課題

講 演 者 ： 中川 雅史 先生（芝浦工業大学 工学部 准教授）
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演 題 １ ： ＣＩＭにおける構造物３Ｄスキャニングの技術的課題

講 演 者 ： 中川 雅史 先生（芝浦工業大学 工学部 准教授）
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41 42

演 題 １ ： ＣＩＭにおける構造物３Ｄスキャニングの技術的課題

講 演 者 ： 中川 雅史 先生（芝浦工業大学 工学部 准教授）
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演 題 ２ ： 宇宙から地球の環境を診る；環境研究の最前線

講 演 者 ： 安岡 善文 先生 （東京大学名誉教授・（独）科学技術振興機構 研究主幹）
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3 4

5 6
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9 10

11 12

演 題 ２ ： 宇宙から地球の環境を診る；環境研究の最前線

講 演 者 ： 安岡 善文 先生 （東京大学名誉教授・（独）科学技術振興機構 研究主幹）
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13 14

15 16

17 18

演 題 ２ ： 宇宙から地球の環境を診る；環境研究の最前線

講 演 者 ： 安岡 善文 先生 （東京大学名誉教授・（独）科学技術振興機構 研究主幹）
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19 20

21 22

23 24

演 題 ２ ： 宇宙から地球の環境を診る；環境研究の最前線

講 演 者 ： 安岡 善文 先生 （東京大学名誉教授・（独）科学技術振興機構 研究主幹）
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25 26

27 28

29 30

演 題 ２ ： 宇宙から地球の環境を診る；環境研究の最前線

講 演 者 ： 安岡 善文 先生 （東京大学名誉教授・（独）科学技術振興機構 研究主幹）
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31 32

33 34

35 36

演 題 ２ ： 宇宙から地球の環境を診る；環境研究の最前線

講 演 者 ： 安岡 善文 先生 （東京大学名誉教授・（独）科学技術振興機構 研究主幹）
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37 38

39 40

演 題 ２ ： 宇宙から地球の環境を診る；環境研究の最前線

講 演 者 ： 安岡 善文 先生 （東京大学名誉教授・（独）科学技術振興機構 研究主幹）



平成27年7月1日（水）、午後4時より「測量年金会館 2階大会議室」（東京都新宿区）に
おいて、支部役員、部会委員および会員の方々が出席し、平成27年度関東支部業務報告会

が開催されました。

以下に業務報告会で報告された主な内容をご報告致します。
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平成26年度事業報告（要約） 平成26年度事業報告 事業の概要

（1） 会員に対する情報提供および会員相互の親和を図るために、ウェブ版「e-支部報№1（平成26年4月）」、
「e-支部報№2（平成26年8月）」、「e-支部報№3（平成27年1月）を発行した。

（2） 管理者への養成と資質向上を図るために、第15回管理職研修会（２日間）を開催した。（5月15日～16日）
（3） 測量技術者を対象とした第15回電子成果の作り方講習会（2日間）を開催した。（5月22日～23日）
（4） 「測量の日」記念行事として、「測量の日」東京地区実行委員会主催の「くらしと測量・地図展」（3日間）を

開催した。（6月4日～6日）
（5） 現場で役立つ新技術の習得と技術向上のために、第4回現場応用新技術講習会（1日間）を開催した。

（6月20日）
（6） 会員の皆様に支部活動を報告するために、業務報告会（旧支部総会）を開催した。（7月14日）
（7） 栃木県測量設計業協会と共催で、第25回測量経営者研修会（1日間）を開催した。（9月4日）
（8） 会員サービスおよび技術向上のために、地理空間情報技術セミナー（1日間）を開催した。（9月17日）
（9） 地方の測量技術者の技術向上のために、ＧＮＳＳによる基準点測量技術講習会（2ヶ所）を開催した。

（東京地区9月19日、群馬地区10月17日）
（10） 新技術の習得と技術向上のために、公共測量「作業規程の準則」に基づくネツトワーク型ＲＴＫ法講習会

（1日間）を開催した。（11月6日）
（11） 茨城県内の小・中学校の生徒を対象に、「第15回いばらき児童生徒地図作品展」を開催した。

（茨城大学図書館 11月5日～11月30日）

 会員の状況（関東支部都県別会員状況）

平成27年3月末現在

都県別

正会員(名) 準会員(名) 特別会員(社) 合 計

25年度 26年度 ２5年度 ２6年度 ２5年度 ２6年度 ２5年度 ２6年度

茨城県 284 303 1 2 30 29 315 334

栃木県 110 133 0 0 26 24 136 157

群馬県 177 176 0 0 17 18 194 194

埼玉県 487 516 3 2 48 49 538 567

千葉県 287 288 1 1 32 35 320 324

東京都 1,140 1,164 27 30 152 155 1,319 1,349

神奈川県 423 442 1 0 48 47 472 489

山梨県 96 103 0 0 11 10 107 113

長野県 332 341 0 0 30 31 362 372

合 計 3,336 3,466 33 35 394 398 3,763 3,899

増 減 130 2 4 136
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 組織
平成26年度は、次のような組織で各種の事業を行った。

役員会 部 会
支部長 1名 総務・広報部会 10名
副支部長 2名 教育部会 9名
幹事長 1名 社会部会 13名
幹 事 16名

 e-支部報の発行

名 称 発 行 月 備 考

e-支部報№1 平成26年4月 14頁で掲載

e-支部報№2（夏季号） 平成26年8月 21頁で掲載

e-支部報№3（新春号） 平成27年1月 18頁で掲載

 各種講習会

名称・開催日 開 催 場 所 計画人数 参加人数

第15回管理職研修会
測量会館別館 25名 34名

平成26年5月15日～16日

第15回電子成果の作り方講習会
測量年金会館 25名 30名

平成26年5月22日～23日

第4回現場応用新技術講習会
測量年金会館 40名 55名

平成26年6月20日

第25回測量経営者研修会 栃木県総合文化センター
（栃木県測量設計業協会共催）

35名 58名
平成26年9月4日

地理空間情報技術セミナー
茨城県立県民文化センター 40名 60名

平成26年9月17日

GNSSによる基準点測量技術講習会

＜東京地区＞ 測量年金会館 40名 60名

平成26年9月19日

＜群馬地区＞ ビエント高崎 30名 41名

平成26年10月17日

ネットワーク型ＲＴＫ法講習会
測量会館別館 30名 30名

平成26年11月6日
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 役員会議等
（1）業務報告会（旧支部総会）

（2）役員会

開 催 日 場 所 出席者数 報 告 事 項 等

平成26年7月14日 測量年金会館 18名

1.平成25年度事業報告

2.平成25年度収支報告

3.平成26年度事業計画

4.平成26年度収支予算

開 催 日 場 所 出席者数 報 告 事 項 等

平成26年5月26日 測量会館別館 17名

1.平成25年度事業報告

2.平成25年度収支報告

3.平成26年度事業計画

4.平成26年度収支予算

5.その他

測量会館 13名
平成26年12月4日

1.平成26年度中間事業報告

2.平成26年度中間収支報告

3.平成27年度行事等年間計画

4.その他

 部会会議等
（1）部会長会議

開 催 日 場 所 出席者数 報 告 事 項 等

平成26年4月14日 測量会館 7名

1.教育部会長の人選について

2.26年度の支部活動について

3.その他

（2）総務・広報部会

開 催 日 場 所 出席者数 報 告 事 項 等

平成26年4月25日 測量会館別館 7名

1.支部の広報活動について

2.e-支部報№2の掲載内容について

3.その他

平成26年7月28日
（小委員会） 測量会館 6名

1.e-支部報№2の掲載内容の確認

2.その他

平成26年10月6日 測量会館 10名

1.月刊「測量4月号」の表紙について

2.e-支部報№3の掲載内容について

3.その他
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 部会会議等
（3）教育部会

開 催 日 場 所 出席者数 報 告 事 項 等

平成26年10月27日 測量会館 7名

1.平成26年度講習会等の報告

2.平成27年度講習会等の年間予定

3.その他

平成26年12月4日
（小委員会）

測量会館 4名
1.子供大学（仮称）の開催について

2.その他

（4）社会部会

開 催 日 場 所 出席者数 報 告 事 項 等

平成26年6月12日 測量会館3階会議室 12名

1.第25回測量経営者研修会の開催に
ついて

2.その他

平成27年2月3日 測量会館3階会議室 11名

1.第26回測量経営者研修会の開催に
ついて

2.その他

 関係団体との共同事業
（1）「測量の日」東京地区実行委員会 （事務局；国土交通省国土地理院関東地方測量部）

名 称・開 催 日・場 所 内 容 入場者数

約7,000名
（入場無料）

「測量の日」記念 1.世界文化遺産・自然の営み富士山

「くらしと測量・地図」展 2.伊能図と江戸切絵図

3.東京の今と昔

平成26年6月4日～6日（3日間） 4.登記・測量無料相談コーナー

5.東京時層地図デモ

新宿駅西口広場イベントコーナー 6.距離あてゲーム

7.その他

（2）いばらき児童生徒地図研究会 （事務局；国土交通省国土地理院関東地方測量部）

名 称・開 催 日 開 催 場 所 備 考

茨城大学図書館

第15回いばらき児童生徒地図作品展 ―入場無料―

平成26年11月5日～30日 126作品の応募

（46作品の展示）
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平成26年度収支報告 自 平成26年4月 1日

至 平成27年3月31日

 収入の部
（単位；円）

科 目 26年度予算額 26年度決算額 差引増減 摘 要

1 事業収入 ( 2,625,000       ) ( 3,507,800 ) ( △ 882,800)

講習会収入 2,625,000 3,507,800 △ 882,800 講習会受講料

広告料収入 0 0 0

2 雑収入 (   0 ) (  295 ) ( △ 295)

受取利息 0 295 △ 295 普通預金利息

雑収入 0 0 0

3 特別行事収入 ( 0 ) ( 0 ) ( 0)

4 支部運営費収入 ( 1,165,000 ) ( 177,748 ) ( 987,252) 本部よりの助成金

5 前期繰越収支差額 ( 0 ) ( 0 ) ( 0)

合 計 3,790,000 3,685,843 104,157

 支出の部 （単位；円）

科 目 26年度予算額 26年度決算額 差引増減 摘 要

1 事業費 (       2,603,000 ) (       2,611,111 ) (           △ 8,111 )

臨時雇賃金 1,250,000 1,245,480 4,520 パート賃金

講習会費 1,075,000 1,177,321 △ 102,321 講習会経費

運賃荷造費 50,000 23,964 26,036 資料等送付代

消耗品費 150,000 147,548 2,452 事務用品代等

印刷製本費 48,000 10,798 37,202 資料印刷代

普及宣伝費 30,000 6,000 24,000

2 管理費 (       1,187,000 ) (       1,074,732 ) (           112,268 )

福利厚生費 10,000 10,000 0

支払報酬 0 122,507 △ 122,507 支部長車代等

通勤交通費 78,000 76,230 1,770 パート定期代

旅費交通費 750,000 579,816 170,184 会議旅費・車代等

通信費 60,000 56,742 3,258 切手・葉書代等

交際費 40,000 0 40,000

会議費 70,000 35,334 34,666 役員会・各部会費用等

借料損料 0 35,805 △ 35,805 パソコンリース代

調査研究費 45,000 41,553 3,447 新聞・書籍代等

支払手数料 7,000 6,745 255 振込手数料

協賛金 127,000 110,000 17,000 「測量の日」分担金等

3 特別行事費 (                      0 ) (                      0 ) (                      0 )

4 次期繰越収支差額 (                      0 ) (                      0 ) (                      0 )

合 計 3,790,000 3,685,843 104,157

（注） 1 支部専従職員1名の人件費（給料手当、法定福利費、福利厚生費）等については本部経費で負担。
2 支部運営費の一部（水道光熱費、借室料）についても同様。
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 平成27年度事業計画（要約）
平成27年度においては、会員の要望をふまえて次のような事業を行う。

1.  技術の普及・向上に資するための事業
(1) 電子成果の作り方講習会の開催
(2) 現場応用新技術講習会の開催
(3) GNSSによる基準点測量講習会の開催（２ヶ所）
(4) ネットワーク型RTK法講習会の開催

2.  研修会、講演会等の事業
(1) 管理職クラスを対象とした研修会の開催
(2) 業務報告会講演会の開催
(3) 測量経営者を対象とした研修会の開催

3.  測量のイメージアップのための事業
(1) くらしと測量・地図展の開催
(2) いばらき児童生徒地図作品展の開催
(3) 子供大学等の調査検討

4.  会員の拡大および会員相互の親和を図るための事業
(1) ｅ-支部報の発行（年2回発行）
(2) メールマガジンの発行(随時)
(3) ウェブサイト「測量情報館」・月刊「測量」への掲載
(4) 地理空間情報技術セミナーの開催(会員は無料)

 平成27年度関東支部行事等年間予定

名 称 予定時期 場 所 計画人数 備 考

第26回測量経営者研修会 9月3日 長 野 40名 長野県測量設計業協会と
共催

地理空間情報技術セミナー
―会員は無料―

9月中旬 栃 木 50名 会員サービスの一環
として実施

ＧNSSによる基準点測量講習会 9月下旬
10月上旬

神奈川
茨 城

35名
35名

ネットワーク型ＲＴＫ法講習会 11月上旬 東 京 30名

いばらき児童生徒地図作品展
―入場無料―

12月8日～12月21日 茨 城 ― いばらき児童生徒
地図研究会主催
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平成27年度収支報告
自 平成27年4月 1日

至 平成28年3月31日

 収入の部
（単位；円）

科 目 27年度予算額 26年度予算額 差引増減 摘 要

1 事業収入 ( 2,950,000 ) ( 2,625,000 )
( 325,000 )

講習会収入 2,950,000 2,625,000 325,000 講習会受講料

広告料収入 0 
0 

0

2 雑収入 ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

受取利息 0 0 0

3 特別行事収入 ( 0 ) ( 0 ) ( 0 )

4 支部運営費収入 ( 1,255,000 ) ( 1,165,000 ) (               90,000 ) 本部よりの助成金

5 前期繰越収支差額 ( 0 ) ( 0 ) (                        0 )

合 計 4,205,000 3,790,000 415,000

 支出の部 （単位；円）

科 目 27年度予算額 26年度予算額 差引増減 摘 要

1 事業費 (       2,845,000 ) (       2,603,000 ) (          242,000 )

臨時雇賃金 1,350,000 1,250,000 100,000 パート賃金

講習会費 1,290,000 1,075,000 215,000 講習会経費

運賃荷造費 30,000 50,000 △ 20,000 資料等送付代

消耗品費 150,000 150,000 0 事務用品代等

印刷製本費 14,000 48,000 △ 34,000 資料印刷代等

普及宣伝費 11,000 30,000 △ 19,000

2 管理費 (       1,360,000 ) (       1,187,000 ) (          173,000 )

福利厚生費 10,000 10,000 0 定期健診

支払報酬 168,000 0 168,000 支部長車代・講演謝礼

通勤交通費 6,000 78,000 △ 72,000 パート定期代

旅費交通費 618,000 750,000 △ 132,000 会議旅費・車代等

通信費 65,000 60,000 5,000 切手・葉書代等

交際費 216,000 40,000 176,000

会議費 70,000 70,000 0 役員会・各部会費用等

借料損料 72,000 0 72,000 パソコンリース代

調査研究費 3,000 45,000 △ 42,000 新聞・書籍代等

支払手数料 8,000 7,000 1,000 振込手数料

協賛金 124,000 127,000 △ 3,000 「測量の日」分担金等

3 特別行事費 (                      0 ) (                      0 ) (                      0 )

4 次期繰越収支差額 (                      0 ) (                      0 ) (                      0 )

合 計 4,205,000 3,790,000 415,000

（注） 1 支部専従職員1名の人件費（給料手当、法定福利費、福利厚生費）等については本部経費で負担。
2 支部運営費の一部（水道光熱費、借室料）についても同様。。
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 関東支部 新役員名簿

平成27年7月1日

役職名 氏 名 勤 務 先 役 職 備考

支部長
ｵﾉ ｸﾆﾋｺ
小野 邦彦 公益社団法人 日本測量協会 顧 問

副支部長
ﾌｾ ﾀｶｼ
布施 孝志 東京大学大学院 工学系研究科 准教授

副支部長
ﾖｼｵｶ ｹｲｼﾞ
吉岡 慧治 一般社団法人 群馬県測量設計業協会 相談役 （三陽技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱ 社長）

幹事長
ｼﾉﾊﾗ ｼｹﾞｱｷ
篠原 茂明 公益社団法人 日本測量協会 理事・所長

幹 事
ｳｴﾀﾞ ｼﾝｲﾁ
植田 伸一 一般社団法人 神奈川県測量設計業協会 （㈱日豊 社長）

幹 事
ｵﾏﾀ ｶｽﾞﾖｼ
小俣 一義 一般社団法人 山梨県測量設計業協会 監事 （㈱テック・エンジニア 社長）

幹 事
ｶｻﾊﾗ ﾄｼﾔ
笠原 俊也 一般社団法人 埼玉県測量設計業協会 理事 (武州測量㈱ 社長)

幹 事
ｸｻｶﾍﾞ ﾘｮｳｼﾞ
日下部 亮治 株式会社パスコ 事業推進本部 担当部長

幹 事
ｺﾔｽ ﾀｶｵ
小安 隆夫 公益社団法人 千葉県測量設計業協会 会長 （㈱サン測量設計 社長）

幹 事
ｻｶｲ ｼｽﾞｶ
酒井 靜 国際航業株式会社 空間情報基盤技術部

幹 事
ｻﾄｳ ｾｲｲﾁ
佐藤 清一 一般社団法人 茨城県測量設計業協会 副会長 （やまと技研㈱ 社長）

幹 事
ﾀﾅｶ ｸﾆｶｽﾞ
田中 邦一 日本大学 文理学部 非常勤講師

幹 事
ﾀﾅｶ ﾅｵﾕｷ
田中 尚行 株式会社中央ジオマチックス 代表取締役

幹 事
ﾀﾉｳｴ ﾋﾛﾄ
田之上 博人 昭和 株式会社 執行役員

幹 事
ﾅｶｶﾞﾜ ﾏｻﾌﾐ
中川 雅史 芝浦工業大学 工学部 土木工学科 准教授 新任

幹 事
ﾆﾑﾗ ﾄｼｵ
仁村 利夫 朝日航洋株式会社 空間情報事業本部 技術企画部 部長

幹 事
ﾋﾛｾ ﾀﾂｵ
弘瀬 達夫 国土地図株式会社 取締役営業本部長

幹 事
ﾐｽﾞﾀﾆ ﾉﾌﾞﾕｷ
水谷 信之 アジア航測株式会社 執行役員・関東支社副支社長

幹 事
ﾔﾏﾓﾄ ﾖｼﾃﾙ
山本 芳照 一般社団法人 長野県測量設計業協会 副会長 （㈱共栄測量設計社 社長）

幹 事
ﾖｼﾑﾗ ｲﾜｵ
芳村 巖 一般社団法人 栃木県測量設計業協会 理事 （㈱公共用地補償研究所 社長）

合 計 20 名 （敬称略 五十音順）



御好評いただいておりました冊子版「関東支部報」からWeb版の「関東e-支部報」
になり、今回で第４回の発行となりました。e-支部報では、会員間での情報交流を
目的に、大学の先生やメーカーからの新技術や、会員の方の会社紹介、得意技術等
を紹介させていただいております。

本号では、業務報告会でご講演いただいた安岡先生、中川先生、両先生のご講演
内容を記載させていただきました。当業界にとっても、貴重な内容となっており
ますので、ぜひご一読下さい。

これまで以上に支部報の内容の充実を図り、各種の情報提供と会員相互の
親和を図ってまいりますので、今後とも情報提供のご協力、ご支援を賜り
ますようよろしくお願い申し上げます。

会員の皆様のご健勝を祈念し「編集後記」とさせていただきます。

【編集・発行】関東支部 総務・広報部会

残暑お見舞い申し上げます

編集後記

新技術、会社・得意技術紹介の原稿を
募集しております。
（A4１ページ、文字は10行程度）

原稿作成をお願いできる大学・会社の
方は編集部会までご連絡下さい。なお
掲載につきましては、総務・広報部会
にて審査させていただきますのでご了
承ください。

写真提供 ： アジア航測株式会社 三塚 直樹 様

総務・広報部会 連絡先
〒113-0001
東京都文京区白山1-33-18
白山ＮＴビル4F
TEL:03-5684-3499
FAX:03-5684-3519
E-mail：kantou@jsurvey.jp
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南太平洋の島国サモア独立国に、森林資源
モニタリング調査のために滞在しました。

人跡未踏のジャングルを切り開きつつ調査地点
にアプローチする過酷な毎日でしたが、

海と空の美しさに癒されました。

mailto:E-mail%EF%BC%9Akantou@jsurvey.jp
mailto:E-mail%EF%BC%9Akantou@jsurvey.jp
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